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弘
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良B

中

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
一
番
一
号

被

法

務

大

臣

瀬
戸
山

男

仏山口

人

上

右
当
事
者
間
の
東
京
高
等
裁
判
所
昭
和
四
八
年
伺
コ
第
二
五
号
在
留
期
間
更
新
不
許
可
処
分
取

消
誇
求
事
件
に
つ
い
て
、
同
裁
判
所
が
昭
和
五

O
年
九
月
二
五
日
言
い
渡
し
た
判
決
に
対
し
、
上

告
人
か
ら
全
部
破
棄
を
求
め
る
旨
の
上
告
の
申
立
が
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
当
裁
判
所
は
次
の
と
む



Q言 i
E償 i

出

寸
e
J
A
1
μ
J
明
つ
は
M
M
j
凡
打

b 

~ 

. • ‘ 

り
判
決
ナー
る。

主

文

.噂

! t • . 

本
件
上:
Aふ
に?

をl

棄
却j

る
Oマ

... 
， . 

-

. 

-. . 
' 

h
e
-

-

1
 

上
告
費
用
は
上
告
人
の
負
担
と
す
る
。

理

. 

一
由

第

上
告
代
理
人
秋
山
幹
男
、
同
弘
中
惇
一
郎
の
上
告
理
由
第
一
点
な
い
し
第
四
点

1

第
六

. 
-一・-.、.'・ .- ‘ 

点
な
い
し
第
一
一
点
陀
つ
い
て

.. .、
.'~ 

本
件
の
経
過

付

本
件
に
つ
怠
原
容
が
確
定
じ
た
事
実
関
係
の
要
旨
は
、
次
か
と
む

-D
で
あ
る
。

(1) 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
籍
を
有
す
る
外
国
人
で
あ
る
が
、
昭
和
四
四
年
四
月
二

上
告
人
は
、

H

一
日
そ
の
所
持
す
る
旅
券
に
在
韓
国
日
本
大
使
館
発
行
の
査
証
を
受
け
た
う
え
で
本
邦
に
入
国
し
、

同
年
五
月
一

O
日
下
関
入
国
管
理
事
務
所
入
国
審
査
官
か
ら
出
入
国
管
理
令
四
条
一
環
一
六
号
、

特
定
の
在
留
資
格
及
び
そ
の
在
留
期
間
を
定
め
る
省
令
一
項
三
号
に
該
当
す
る
者
と
し
て
の
在
留

資
格
を
も
っ
て
在
留
期
間
を
一
年
と
す
る
上
陸
許
可
の
証
印
を
受
け
て
本
邦
に
上
陸
し
た
。

ω
上
告
人
は
、
昭
和
四
五
年
五
月
一
日
一
年
間
の
在
留
期
間
の
更
新
を
申
請
し
た
と
と
ろ
、

被
上
告
人
は
、
同
年
八
月
一

O
日
一
ー
出
国
準
備
期
間
と
し
て
同
年
五
月
一

O
日
か
ら
同
年
九
月
七

日
ま
で
一
二

0
日
間
の
在
留
期
間
更
新
を
許
可
す
る
。
」
と
の
処
分
を
し
た
。
そ
と
で
、
上
告
人

は
、
更
に
、
同
年
八
月
二
七
日
被
土
告
人
に
対
し
、
同
年
九
月
八
日
ー
か
ら
一
年
間
の
在
留
期
間
の

更
新
を
申
請
し
た
と
と
ろ
、
被
上
告
人
は
一
、
同
年
九
月
五
日
付
で
、
上
告
人
に
対
し
、
、
右
更
新
を

適
当
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
じ
て
右
更
新
を
許
可
し
な

"
い
と
の
処
分

(
以
下
「
本
件
処
分
」
と
い
う
。
)
を
し
た
。

(3) 

被
上
告
大
が
在
留
期
間
の
更
新
を
適
当
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
を
理
由
が
あ
る
も
の
と

、
e 

s 
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は
い
え
な
い
と
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
左
上
告
人
の
在
留
期
間
中
の
無
届
転
職
と
政
治
活
動
の
ゆ

え
で
あ
っ
た
。

(7j 

上
告
人
は
、

ベ
ル
リ
ツ
ツ
語
学
学
校
に
英
語
教
師
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
た
め
在
留
資
格
を

認
め
ら
れ
た
の
に

A

入
国
後
わ
ず
か
一
七
日
間
で
同
校
を
退
職
し
、
財
団
法
人
英
語
教
育
協
議
会

入
国
を
認
め
ら
れ
た
学
校
に
・
お
け
る
英
語
教
育
に
従
事
じ
な
か
っ

に
英
語
教
師
と
し
て
就
職
し
、

た。

上
告
人
は
、
外
国
人
ベ
平
達
(
昭
和
四
四
年
六
月
在
日
外
国
人
数
人
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ

の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
反
対
、
日
米
安
保
条
約
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
極
東
政
策
へ
の
加
担
反
対
、

在
日
外
国
人
の
政
治
活
動
を
抑
圧
す
る
出
入
国
管
理
法
案
反
対
の
三
つ
の
目
的
の
た
め
陀
結
成
さ

μい
れ
た
団
体
で
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
ベ
平
速
か
ら
は
独
立
し
て
お
り
ー
を
た
べ
会
員
制
度
を
と
っ
て

い
を
い
。
)

に
所
属
じ
、
昭
和
四
四
年
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
間
九
回
に
わ
た
り
そ
の
定
例
集

会
に
参
加
し
、

七
月
一

O
日
左
派
華
僑
青
年
等
が
同
月
二
日
よ
り
一
三
日
ま
で
国
鉄
新
宿
駅
西
口

付
近
に
た
い
て
行
っ
た
出
入
国
管
理
法
案
粉
砕
ハ
マ
ガ
!
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
援
す
る
た
め
、

そ
の

目
的
等
を
印
刷
し
た
ピ
ラ
を
運
行
人
に
配
布
し
、
九
月
六
日
と
一

O
月
四
日
ぺ
平
連
定
例
集
会
に

参
加
し
、
同
月
一
五
、
一
六
日
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
デ

i
運
動
に
参
加
し
て
米
国
大
使

館
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
す
る
目
的
で
抗
議
に
赴
き
、

一
二
月
七
日
横
浜
入
国
者
収
容
所
に
対

翌
四
五
年
二
月
一
五
日
朝
霞
市
に
む
け
る
反
戦

放
送
集
会
に
参
加
し
、
三
月
一
日
同
市
の
米
軍
基
地
キ
ャ
ン
プ
ド
レ
イ
ク
付
近
に
・
お
け
る
反
戦
示

す
る
抗
議
を
目
的
と
す
る
示
威
行
進
に
参
加
し
、

威
行
進
に
参
加
し
、
向
月
一
五
日
ぺ
平
連
と
と
も
に
同
市
に
・
お
け
る
一
「
大
泉
市
民
の
集
い
」
と
い

う
集
会
に
一
参
-
加
し
て
反
戦
ビ
ラ
を
配
布
し
、

五
月
一
五
日
米
軍
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
入
に
反
対
す
る

目
的
で
米
国
大
使
館
陀
抗
議
の
た
め
赴
き
、
同
月
一
六
日
五
・
一
六
ベ
ト
ナ
ム
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
デ

i
連
帯
日
米
人
民
集
会
に
参
加
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
介
入
反
対
米
国
反
戦
示
威
行
進
に
参
加
し
、
六

1 

. 世
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月
一
四
日
代
々
木
公
園
で
行
わ
れ
た
安
保
粉
砕
労
学
市
民
大
統
一
有
動
集
会
に
参
加
し
!
七
月
四

日
清
水
谷
公
園
で
行
わ
れ
た
東
京
動
員
委
員
会
主
催
の
米
日
人
民
連
帝
、

た
め
の
集
会
に
参
加
し
、

米
日
反
戦
兵
士
支
援
の

同
月
七
日
に
は
羽
田
空
港
に
、
お
い
て
ロ
ジ
ャ
ー
ス
国
務
長
管
来
日
反
対

日ー.;....... ~ 
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運
動
を
行
う
な
ど
の
政
治
的
活
動
を
行
っ
た
。
上
告
人
が
参
加
し
た
集
会
、
集
団
示
威
行

平
和
的
か
っ
合
法
的
行
動
の
域
を
出
て
い
を
い
も
の
で
あ
り
、

な
む
、

進
等
は
、

い
ず
れ
も
、

上
告
人
の

参
加
の
態
様
は
、

指
導
的
又
は
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

刊
W

原
審
は
、
自
国
内
に
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
は
基
本
的
に
は
そ
の
国
の
自
由
で

あ
り
、
在
留
期
間
の
、
更
新
の
申
請
に
対
し
更
新
を
適
当
と
認
め
る
に
足
h
y

る
相
当
の
理
由
が
あ
る

か
ど
う
か
は
、
法
務
大
臣
の
'
自
由
な
裁
量
に
よ
る
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
前

記
の
上
告
人
の
一
連
の
政
治
活
動
は
、
在
町
内
期
間
内
は
外
国
人
に
も
許
さ
れ
る
表
現
の
自
由
の
範

囲
内
に
あ
る
も
の
と
し
て
格
別
不
利
益
を
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
在
い
が
、
法
務
大
臣
が
、
在
留

期
間
の
更
新
の
許
否
を
.
決
す
る
に
つ
い
て
と
れ
を
日
本
国
及
び
日
本
国
民
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も

の
で
は
在
い
と
し
、
更
新
を
適
当
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
な
い
と
判
断
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
何
び
と
の
目
か
ら
み
て
も
妥
当
で
な
い
と
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
す
べ
き
事
情
の
な

い
本
件
陀
あ
っ
て
は
、
法
務
大
臣
に
任
さ
れ
、
た
裁
量
の
範
-
囲
内
に
た
け
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
と
れ
を
も
っ
て
本
件
処
分
を
・
違
法
で
あ
る
と
す
る
と
と
は
で
き
な
い
、

と
判
断
し
た
。

自
国
内
に
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
は
そ
の
国
の
自

一

一
九
一
一
訪
問
医
白
で
あ
り
、
在
留
期
間
の
更
新
の
申
請
に
対
し
吏
折
を
適
当
と
認
一
め
る
に
足
タ
る
翌
一
定
理
由
が

あ
る
か
ど
う
か
は
法
務
大
臣
の
自
由
を
裁
量
に
よ
る
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
た

日

論
旨
は
、
要
す
る
に
、

(1) 

原
判
決
は
、
・
憲
法
二
二
条
一
項
、
出
十
入
国
管
理
令
一
一
一
条
の
解
釈
適
用
を
誤
夕
、
理
由
不
備
の
違

法
が
あ
る
、

ω
本
件
処
分
の
よ
う
な
裁
量
処
分
に
対
す
る
原
審
の
審
査
の
態
度
J

方
法
に
は
ー

判
例
違
反
、
審
理
不
尽
、
理
由
不
備
の
違
法
が
あ
ザ
ペ
ー
行
政
事
件
訴
訟
法
三

O
条
の
解
釈
の
誤
り

‘ 、
ー'_

÷ 十

四

会
F 
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が
あ
る
、
例
被
上
告
人
の
本
件
処
分
は
、
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、
憲
法
の

保
障
を
受
け
る
上
告
人
の
い
わ
ゆ
る
政
治
活
動
を
理
由
と
し
て
外
国
人
に
不
利
益
を
課
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
本
件
処
分
を
違
法
体
で
な
い
と
し
た
原
判
決
は
、
経
験
則
に
違
背
す
る
認
定
を
し
、
理

由
不
備
の
違
法
を
犯
し
、
出
入
国
管
理
令
二
一
条
の
解
釈
適
用
を
誤
り
、
憲
法
一
四
条
、

一
九
条
、
二
一
条
陀
違
反
す
る
も
の
で
あ
る

λ

と
主
張
す
る
と
と
に
帰
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

一
六
条
、

当
裁
判
所
の
判
断

け

憲
注
二
二
条
一
項
は
、

日
本
国
内
陀
・
お
け
る
居
住
・
移
転
の
白
白
を
保
障
す
る
旨
を
規
定

す
る
に
と
ど
ま
り
べ
外
国
人
が
わ
が
国
に
入
国
す
る
と
と
に
つ
い
て
は
在
ん
ら
規
定
し
て
い
な
い

も
の
で
あ
り
、
と
の
と
と
は
、
国
際
慣
習
法
上
、
国
家
は
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
義
務
を
負
う
も

の
で
は
な
〈
、
特
別
の
条
約
が
左
い
限
り
、
外
国
人
を
自
国
内
に
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、

と
れ
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
い
か
を
る
条
件
を
付
す
る
か
を
、
‘
当
該
国
家
が
自
由
に
決
定
す
る
と

と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ζ

と
と
、

(
最
高

そ
の
考
え
を
同
じ
〈
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る

裁
昭
和
二
九
年
間
第
三
五
九
四
号
同
三
二
年
六
月
一
一
九
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
一
一
巻
六
号
一
六

六
三
頁
参
照
)
。
し
た
が
っ
て
、
策
法
上
、
外
国
人
は
、
わ
が
国
に
入
国
す
る
自
由
を
F

保
障
さ
れ

て
い
る
も
の
で
設
い
と
と
は
も
ち
ろ
ん
、
所
論
の
よ
う
陀
在
留
の
権
利
な
い
し
引
き
続
き
在
留
す

る
と
と
を
要
求
し
う
る
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
在
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

上
述
の
憲
法
の
趣
旨
を
前
提
と
し
て
、
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
出
入
国
管
理
令
は
、
外
国

人
に
対
し
、

一
定
の
期
間
を
限
り

一
四
号
の
場
合
を
除
〈
O

)

特
定

(
四
条
一
項
一
号
、
二
号
、

の
資
格
に
よ
り
わ
が
国
へ
の
上
陸
を
許
す
と
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
陸
を
許
さ
れ

た
外
国
人
は
、

そ
の
在
留
期
間
が
経
過
し
た
場
合
に
は
当
然
わ
が
国
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
在
ら

な
い
。
も
っ
と
も
、
出
入
国
管
理
令
は
、
当
該

国
人
が
在
留
期
間
の
延
長
を
希
望
す
る
と
き
に
・

三
二
条
-
一
項
、
二
項
)
、

は
在
留
期
間
の
更
新
を
申
誇
す
る
と
と
が
で
き

と
と
と
じ
て
い
る
が

五
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そ
の
申
請
に
対
し
て
は
法
務
大
臣
が
「
在
留
期
間
の
更
新
を
適
当
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
濯

由
が
あ
る
と
き
に
限
h
y
」
と
れ
を
許
可
す
る
と
と
が
で
き
る
も
の
と
定
め
て
い
る
(
同
条
三
項
)

の
で
あ
る
か
ら
、
出
入
国
管
理
令
上
も
在
留
外
国
人
の
在
留
期
間
の
更
新
が
権
利
と
し
て
保
障
さ

れ
て
い
る
も
の
で
を
い
と
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
出
入
国
管
理
令
が
原
則
と
し
て
一
定
の
期
間
を
限
っ
て
外
国
人
の
わ
が
国
ぺ
の
上

陸
及
び
在
留
を
許
し
そ
の
期
間
の
更
新
は
法
務
大
臣
が
と
れ
を
適
当
と
認
め
る
た
足

b
る
相
当
の

理
由
が
あ
る
と
判
断
じ
た
場
合
に
限
り
許
可
す
，
る
と
と
と
し
て
い
る
の
は
、
法
務
大
臣
に
一
定
の

" 

， ， 

期
間
と
と
に
当
該
肘
外
国
人
の
在
留
中
の
状
況
、
在
留
の
必
要
性
・
相
当
性
等
を
審
査
し
て
在
留
の

許
否
を
決
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
り
ー
一
そ
し
て

γ
在
留
期
間
の
更
新
事
由
が

概
括
的
に
規
定
さ
れ
そ
の
判
断
基
準
が
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
更
新
事
由
の
有
無
の
判

断
を
法
務
大
臣
の
裁
量
に
任
ぜ
、

そ
の
裁
量
権
の
範
囲
を
広
汎
在
も
の
と
す
る
趣
旨
か
ら
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
。
す
左
わ
ち
、
法
務
大
臣
は
、
在
留
期
間
の
更
新
の
許
否
を
決
す
る
に
あ
た
フ
て
は
、

外
国
人
に
対
す
る
出
入
国
の
管
理
及
び
在
留
の
規
制
の
目
的
で
あ
る
国
内
の
治
安
と
善
良
の
風
俗

の
維
持
、
保
健
・
衛
生
の
硲
保
、
労
働
市
場
の
安
定
な
ど
の
国
益
の
保
持
の
見
地
に
立
っ
て
、
申

請
者
の
申
誇
事
由
の
当
否
の
み
な
ら
ず
、
当
該
外
国
人
の
在
留
中
の
一
切
の
行
状
、
国
内
の
政
治

-
経
済
・
社
会
等
の
諸
事
情
、
国
際
情
勢
、
外
交
関
係
、
国
際
礼
譲
な
ど
諸
般
の
事
情
を
し
ん
し

ゃ
く
し
、
.
時
宜
に
応
じ
た
的
確
を
判
断
を
し
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
と
の
よ
う
な
判

断
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
出
入
国
管
理
行
政
の
責
任
を
負
う
法
務
大
臣
の
裁
量
に
任
せ
る
の
で
な

け
れ
ば
と
う
て
い
適
切
な
結
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
考
え
ら
れ
る
。
と
の
よ
う

を
点
に
か
ん
が
み
る
T
C
、
出
入
国
管
理
令
二
一
条
三
項
所
定
の
「
在
留
期
間
の
更
新
を
適
当
と
認

め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
」
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
お
け
る
法
務
大
臣
の
裁
量
権
の
範
囲

が
広
汎
を
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
の
と
と
で
あ
っ
て
、
所
論
の
よ
う
に
上
陸
拒
否
事
由
又

目.L-
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は
退
去
強
制
事
由
に
準
ず
る
事
由
に
該
当
し
な
い
限
h
y
更
新
申
請
を
不
許
可
に
す
る
ζ

と
は
許
さ

れ
Jq
い
と
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

∞ 
と
こ
ろ
で
、

行
政
庁
が
そ
の
裁
量
に
任
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
裁
量
権
行
伎
の
準
則
を
定

め
る
と
と
が
あ
っ
て
も
、

ζ

の
よ
う
友
準
別
は
、

本
来
、
行
政
庁
の
処
分
の
妥
当
性
を
確
保
す
る

処
分
が
右
準
則
に
違
背
し
て
行
わ
れ
た
と
じ
e

て
も
、

た
め
の
も
の
を
の
で
あ
る
か
ら
、

原
則
と
し

て
当
不
当
の
問
題
を
生
ず
る
に
と
ど
ま

b
、
当
然
に
違
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い
O
-

処
分
が
違
法

と
な
る
の
は
、

そ
れ
が
法
の
認
め
る
裁
量
絡
の
範
囲
を
ζ

え
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
っ
た
場
合
に
限

そ
の
場
合
に
限
h
y
裁
判
所
は
当
該
処
分
を
取
り
消
す
ζ

と
が
で
き
る

行
政
事
件
訴
訟
法
三

O
条
の
規
定
は
と
の
理
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
に
ほ
か
在

ら
れ
る
の
で
あ
り
)
ま
た
、

も
の
で
あ
っ
て
、

ら
を
い
。

目
的
、
=
範
聞
は
各
種
の
処

と
れ
に
応
じ
て
裁
量
権
の
範
囲
を
と
え
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
っ
た

J

も
っ
と
も
、
法
が
処
分
を
行
政
庁
の
裁
量
に
任
せ
る
趣
旨
、

分
に
よ
っ
て
一
様
で
は
左
〈
、

も
の
と
し
て
違
法
と
さ
れ
る
場
合
も
そ
れ
ぞ
れ
真
左
る
も
の
で
あ
り
、
各
超
の
処
分
ご
と
に
ζ

れ

を
検
討
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ζ

れ
を
出
入
国
管
理
令
二
一
条
三
項
に
基
づ
く
法
務
大
臣
の

「
在
留
期
間
の
更
新
を
適
当
と
認
め
石
に
足
h
J
る
相
当
の
理
由
」
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
の
場

右
判
断
に
関
す
る
前
述
の
一
法
務
大
臣
の
裁
量
権
の
怯
質
に
か
ん
が
み
、
そ

合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

の
判
断
が
全
く
事
実
の
基
礎
を
欠
き
又
は
社
会
通
念
上
著
し
く
妥
当
性
を
，
欠
く
ζ

と
が
明
ら
か
で

裁
量
揺
の
範
囲
を
と
え
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
違
法
と
在
る

も
の
と
い
ν
つ
べ
き
で
あ
石
。
し
た
が
っ
て
、
日
裁
判
所
は
、
法
務
大
臣
の
右
判
断
に
つ
い
て
そ
れ
が

右
判
断
が
法
務
大
臣
の
哉
量
権
の

あ
る
場
合
に
限
h
y
、

違
法
と
な
る
か
ど
う
か
を
審
理
、

判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、そ

の
判
断
の
基
礎
と
さ
れ
た
重
要
会
事

実
に
誤
認
が
あ
る
と
と
等
に
よ
り
右
判
断
が
全
ぐ
事
実
の
基
礎
を
欠
ぐ
か
ど
う
か
、
又
は
事
実
に

対
す
る
評
価
が
明
白
に
合
理
性
を
欠
〈
ζ

と
等
に
よ

D
右
判
断
が
社
会
通
念
に
照
ら
し
著
し
く
妥

行
使
と

L
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
を
前
提
よ
し
て
、

七
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信

一

色

訟

の

よ

う

に

、

一

外

国

人

の

在

一

初

日

の

一

一

一

計

百

は

国

の

裁

R
J
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
i

わ
が
国
に
在
留
す
る
・
外
国
人
は
、
s

憲
法
主
わ
が
国
民
在
留
す
一
る
一
権
利
な
い
し
引
き
続
き
在

留
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
が
で
き
る
総
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
一
も
の
で
は
な
ぐ
ぺ
一
た
だ
、
出

入
国
管
理
令
上
法
務
大
臣
が
そ
の
裁
量
に
よ

D
更
新
を
適
当
と
認
め
よ
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が

あ
る
と
判
断
す
る
場
合
陀
限
少
在
留
期
間
の
更
新
一
を
長
け
る
三
一

4
1る
地
♂
与
え
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
左
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
'
一
外
国
人
に
対
ナ
る
一
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
保
障

I;:-~ι 
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、、
当
性
を
欠
ぐ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
理
じ
、
そ
れ
が
認

b
ら
れ
る
場
合
従

限
h
y
-

右
判
断
が
裁
量
権
の
範
囲
を
ζ

え
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
違
法
で
あ
る
と

す
る
ζ

と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
、

相
当
で
あ
る
。

な
お
、
所
論
引
用
の
当
・
裁
判
所
昭
和

三
七
年
制
第
七
五
二
号
同
四
四
年
七
月
一
一
日
第
二
小
法
廷
判
決
(
民
集
二
三
巻
八
号
一
四
七

O

頁
)
は
、
事
案
を
異
に
し
本
件
に
適
切
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
余
の
判
例
は
、
ぃ
右
判
示
す
る
と

ζ

ろ
と
そ
の
趣
旨
を
異
に
す
る
も
の
で
は
を
い
。

M
W
-
以
上
の
見
地
に
立
っ
て
役
上
告
人
の
本
件
処
分
の
適
一
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
【
一

前
記
の
事
実
に
よ
れ
ば
、

/ 

上
告
人
の
在
留
期
間
更
新
申
諸
に
対
し
被
上
告
人
が
更
新
を
適
当
と

認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
ζ

れ
を
許
可
じ
な
か
っ
た
の

は
、
上
告
人
の
在
留
期
間
中
の
無
届
転
職
と
政
治
活
動
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

D
、
原

判
決
の
趣
旨
に
徴
す
る
と
、
‘
を
か
で
も
政
治
活
動
が
重
視
さ
れ
だ
も
の
と
解
さ
れ
る
。

思
う
に
パ
憲
法
第
三
章
の
諸
規
定
に
よ
る
基
本
的
人
格
の
保
障
は
、
権
利
の
性
質
上
日
本
国
民

の
み
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
も
の
を
除
き
、

わ
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
に
対
し

」一一一一一一ー一一一一ι 』

政
治
活
動
の
自
由
に
つ
い
て
も
、

的
意
思
決
定
又
は
そ
の
実
施
に
影
響
を
及
ぼ
す
活
動
等
外
国
人
の
地
位
に
か
ん
が
み
と
れ
を
認
め

そ
の
保
障
が
一
及
ぶ
も
の
と
解
す
る
の
が
、
相

て
も
等
し
〈
及
ぶ
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

わ
が
国
の
政
治

る
と
と
が
相
当
で
を
い
と
解
さ
れ
る
も
の
/
を
除
き
、

当
で
あ
る
。

し
か
し
を
が
ら
、

れイFι.

(，噌

J¥ 
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は
、
右
の
よ
う
を
外
国
人
在
留
制
度
の
わ
く
内
で
与
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
解
す
る

在
留
の
許
否
を
決
ナ
る
国
の
裁
量
を
い
拘
束
す
る
ま
で
の
保
障
、
ー
す
な
わ
ち
、

の
が
相
当
で
あ
っ
て
、

在
留
期
間
中
の
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
保
障
を
受
け
る
行
為
を
在
留
期
間
の
更
新
の
際
に
消
極
的

な
事
情
と
し
て
し
ん
し
ゃ
ぐ
さ
れ
な
い
と
と
ま
で
の
保
障
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
一
す
る
と

と
は
で
き
を
い
・
0

在
留
中
の
外
国
人
の
行
為
が
合
意
合
法
な
場
合
で
も
、

法
務
大
臣
が
そ
の
行
為

を
当
不
当
の
面
か
ら
日
本
国
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
と
は
い
え
た
い
と
評
価
心
、
子
ま
た
、

a

右
行

為
か
ら
将
来
当
該
外
国
人
が
日
本
国
の
利
益
を
害
す
る
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
・
あ
る
と

推
認
す
る
と
と
は
、
~
右
行
為
が
土
記
の
よ
う
な
意
味
に
ー
お
い
て
宗
法
一
の
保
障
を
受
け
る
い
も
の
で
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
な
ん
ら
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

前
述
の
上
告
入
の
在
留
期
間
中
の
い
わ
ゆ
る
政
治
活
動
は
、
そ
の
行
動
の
態
様
な
ど
か
ら
み
て

直
ち
に
憲
法
の
保
障
が
及
ば
冷
い
政
治
活
動
で
あ
る
と
は
い
え
左
ぃ
。
一
し
か
し
な
が
ら
、
-
に
上
告
人

年二

の
一
右
活
動
の
な
か
に
は
、

わ
が
国
の
出
入
国
管
理
政
策
に
対
す
る
非
難
行
動
、

あ
る
い
は
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
極
東
政
策
ひ
い
て
は
日
本
国
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保

障
条
約
に
対
す
る
抗
議
行
動
の
よ
う
に
わ
が
国
の
基
本
的
在
外
交
政
策
を
非
難
し
日
米
関
の
友
好

関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
九
お
そ
れ
が
を
い
と
は
い
え
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
む
夕
、
被
上
告
人
が
、

当
時
の
内
外
の
情
勢
に
か
ん
が
み
¥
上
告
人
の
右
活
動
を
日
本
国
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
は

な
い
と
評
価
し
、
ま
た
、
上
告
人
の
右
活
動
か
ら
同
人
を
将
来
日
本
国
の
利
益
を
害
ナ
る
行
為
を

行
う
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
認
め
て
、
在
留
期
間
の
更
新
を
適
当
と
認
め
る
に
足
h
y
る
相
当
の
理
由

が
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
い

ι判
断
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
実
の
評
価
が
明
白
に
合
理
性
を
欠

き
、
そ
の
判
断
が
社
会
通
念
上
著

L
ぐ
妥
当
性
を
欠
ぐ
と
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
他

に
被
上
告
人
の
判
断
に
つ
き
裁
量
権
の
範
囲
を
こ
え
又
は
そ
の
濫
用
が
あ
っ
た
と
と
を
う
か
が
わ

せ
る
に
足

b
る
事
情
の
存
在
が
確
定
さ
れ
て
い
な
一
い
本
件
に
'
お
い
て
は
づ
被
上
告
人
の
本
件
処
分

九

~ 



. 

を
違
法
で
あ
る
と
判
断
す
る
ζ

と
は
で
き
を
い
も

の
と
い
わ
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぺ
ま
た
ー

被

上

く
じ
て
在
留
期
間
の
更
新
を
適
当
と
認
め
る
に

告
人
が
前
述
の
上
告
人
の
政
治
活
動
を
し
ん
し
ゃ

と
し
本
件
処
分
を
し
た
ζ

と
に
よ
っ
て
ー
な
ん

足
h
y
石
相
当
の
理
由
が
あ
る
も
の
と
は
い
え
を
い

ら
所
論
の
違
憲
の
問
題
は
生
じ
左
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

付
円
九
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
旨
に
帰
す
る
原
審
の
判
断
は
、
~
正
当
で
あ
っ
て
、

所
論
引
用
の

信皇室?
花;39
ごE二二位4ニi

ゴ11M・q
謹ill

各
判
例
に
も
在
ん
わ
り
違
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、

違
法
は
な
い
。
論
旨

原
判
決
に
所
論
の
透
露
、

は
、
上
述
し
た
と
と
ろ
と
異
な
る
見
解
に
基
づ
い

て
原
判
決
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

採
用

す
る
こ
と 7

が
'で

き
な・
νミ。

第

向
第
五
点
に
つ
い
て

と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
判

の
段
述
を
記
載
す
る
に
つ
き
所
訪
の
方
法
を

原
容
が
当
事
者
双
方

ろ
は
を
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

原
判
決
に
所
論
の
逃

決
の
事
実
摘
一
不
と
し
て
欠
け
る
一
と
ζ

法
は
を
い
。
論
旨
は
、
採
用
す
る
と
と
が
で
き
な

4

い。

民
訴
法
四

O
一
条
、

主
文
の
と
わ

D
判
決
す
る
。

九
五
条
、

行
政
事
件
訴
訟
法
七
条
、

一
八
九
条
に
従
い
、
裁
判
官

よ
っ
て
、

全
員
一
致
の
意
見
で
、

最

高

裁

判

所

大

法

廷

間ー

裁
判
長
裁
判
官

原

男

、r主主 ， 自

-~月一 日

雄

裁
J判

官

江

里

口

苦
闘
信
一

'大

喜一

裁
判

げ

0.

A
ロれ

塚

一一一一ι団匂一一吉;一~高一〕

正

己

辻

裁
判
官

時J:fli.
...!i:Z. 

国

裁
判
官

藤
J

裁
判
官

。

， 
氏一
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山
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FLOHtt骨
髄
置
も
ら

F
E吋

i
I
E

裁
判
官

本

ネド

裁
判
官

原

高

部

裁
判
官

E妥

回一口

判
官

官 f
フドミ

本崎

裁
判
官

首
内

藤

裁
判
官

山

ヌド
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議額.夫里
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裁
判
官
岸
盛
一
、

同
天
野
武
、
一
、
向
岸
上
康
夫
は
)
退
官
の
た
め
署
名
押
印
す
る
と
と
が
で
き

、
な
い
。

裁
判
長
裁
判
官

問、。

日
日

原

男

(
昭
和
五

O
年
め
第
一
二

O
号

上
告
人

ロ
ナ
ル
ド
・
ア
ラ
ン
・
マ
ク
リ

!
γ
)

上
告
代
理
人
秋
山
幹
男
、
同
弘
中
停
、
-
郎
の
上
告
理
由

原
判
決
の
理
由
中
に
は
、
一
明
白
な
理
由
飽
騒
な
い
し
理
由
不
備
が
あ
り
、
破
棄
を
免
れ
な
い
0

・

原
審
は
そ
の
理
由
中
で
、
「
(
上
告
人
の
)
右
の
ご
と
き
一
連
の
政
治
活
動
も
)
こ
れ
が
在
留
外
国
人
に
よ
っ
て
そ
の
在
留
期
間
内
に
な
さ
れ

た
の
で
あ
れ
ば
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
外
国
人
に
も
許
さ
れ
る
表
現
の
自
由
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の
と
し
て
格
別
不
利
益
を
強
制
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
自
体
で
退
去
強
制
事
由
を
構
成
す
る
も
の
と
す
る
の
も
困
難
で
あ
ろ
う
」
と
判
示
し
て
い
る

(
9
丁
裏
〉
。

し
か
る
に
原
審
は
、
他
方
で
、
上
告
人
の
行
動
は
わ
が
国
の
出
入
国
管
理
政
策
あ
る
い
は
外
交
政
策
に
対
す
る
非
難
行
動
で
あ
り
、
(
外
国

人
と
し
て
)
許
容
さ
れ
る
域
を
越
え
た
干
渉
的
言
動
と
し
て
、
な
ん
び
と
の
自
に
も
本
来
望
ま
し
い
事
柄
と
見
え
る
も
の
と
は
必
ら
ず
し
も
い

い
え
な
い
も
の
で
あ
り
従
っ
て
在
留
期
間
更
新
の
許
否
を
す
る
に
つ
き
消
極
の
事
情
と
判
断
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
す
る
(
凶
了
裏

l
u
丁

第
一
点

表)。す
な
わ
ち
原
審
は
一
方
で
、
上
告
人
の
一
連
の
政
治
活
動
を
「
外
国
人
も
許
さ
れ
る
表
現
の
自
由
の
範
囲
内
に
あ
る
」
と
し
、
他
方
で
「
(
外

国
人
と
じ
て
)
許
容
さ
れ
る
域
を
超
え
た
干
渉
的
言
動
」
と
す
る
も
の
で
、
明
白
な
理
由
の
飽
飴
が
あ
り
、
こ
の
魁
麟
が
結
論
に
重
大
な
影
響

を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
原
判
決
は
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
汁
(
表
現
の
自
由
の
行
使
に
関
し
)
「
ひ
と
た
び
こ
の
外
国
人
に
在
留
期
間
の
更
新
を
許
す
べ
き
か

ど
う
か
と
な
れ
ば
、
そ
の
評
価
は
お
の
ず
か
ら
異
る
べ
き
」
八
9
了
裏
j
m
了
表
)
と
一
言
う
o
rし
か
し
な
が
ら
そ
れ
が
違
法
不
当
な
行
為
で
あ

る
な
ら
ば
、
あ
る
場
合
に
は
看
過
さ
れ
、
あ
る
場
合
に
は
問
題
祝
さ
れ
る
と
い
う
異
っ
た
取
り
扱
い
も
あ
ろ
う
(
し
か
し
、
合
法
的
正
当
な
行

動
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
原
審
は
上
告
人
の
行
動
を
「
外
国
人
に
も
許
さ
れ
る
表
現
の
自
由
の
範
囲
内
」
と
認
定
し
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